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1. はじめに

　変化が激しい市場環境の中で、日々の業務を見直して、

生産性や品質向上を図る改善活動は、いまや製造業に

とって不可欠なもの。近年は、それを支援する高度なデ

ジタルツールも数多く登場しているが、改善活動の主体

はあくまでも現場であり、使い方が複雑な製品や導入コ

ストの高い製品は現場に馴染まないことが多い。

　こうした中で、株式会社村田製作所と株式会社ACCESS

で共同開発したJIGlet®は、改善活動が行われる現場に

徐々に導入されつつある。JIGlet®の最大の特長は、使い

方が簡単で結果が見やすいことである。

2. JIGlet とは

　JIGlet®は、各面の意味づけを自由に設定してその時間

や回数を記録する「 サイコロデバイス」、数をカウント

したり離れた人を呼び出したりする「 ボタンデバイス」、

積層表示灯などのランプの点灯・消灯を検知する「 照度

センサ」の3種類のセンサデバイスを用意している。各デ

バイスはデータ通信用SIMを内蔵しているため、無線

LANなどの工事は不要ですぐに使い始めることができる。

　これらのデバイスの意味づけや、意味づけされたデー

タのグラフ化には複雑なプログラミングを必要としない。

いわゆるノーコードツールであることがJIGlet®の特長

だ。PCブラウザで操作可能なWebアプリを使えばドラッ

グ＆ドロップで操作でき、iPad®用のアプリを使えば指

一本で操作できる。そのため、ITの専門家がいない現場

でも簡単に設備や人の状態を記録・蓄積し、グラフで見

える化できる。

3. 改善活動を阻害する要因とは

　現場において改善活動が思うように進まなくなってし

まう要因は、次の4種類に大別されると当社は考える。

① 設備からのデータが自動収集できない

② 人の作業に関わる情報が自動収集できない

③ ITの知識が無い

④ 現場の改善マインド・改善力が低い

3.1. 最近では設備からのデータ自動収集が普及しつつあ

るが、旧式の設備や半自動機などではPLCが無い、ある

いはシステム対応していないなど、データ自動収集がで

きないことも多い。また、自動収集できたとしても、費

用に見合う効果が得られるかはっきりしないため、投資

にためらいが発生するケースが多い。
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3.2. 人の作業に関わる情報を正しく、効率的に取得する

ことは最も難しい。最近はAIカメラなどの製品が多く出

てきているが、まだ高価格なものが多く手が出しにくい。

現状では手書きの日報に頼っていることが多いが、情報

の精度が低いだけでなく、手書きデータを電子データに

変換するために多くの間接工数が発生している現場が多

い。

3.3. 設備や人の情報を取得することができたとしても、

それを活用するにはデータ分析する必要がある。データ

分析にはある程度のIT知識が必要とされるため、それを

理由にデータ分析を断念する現場も多い。

3.4. このように、改善活動を阻害する要因は数多くあり、

結果として改善意識が上がらない、改善力が向上しない

といった課題を抱える現場が多いのが実情である(図1参

照)。

図1　JIGletによる課題解決

4. 簡単3ステップで導入

4.1. デバイス設置

　JIGlet®を活用する際には、まず、見える化したい対象

を選ぶ必要がある。対象は次の2パターンに大別される。

　A )  設備の状況を見える化する

　B )  人の作業を見える化する

　設備の状況を見える化したいのであれば設備の近くに

センサデバイスを設置するのが望ましい。人の作業を見

える化したいのであれば、その人が作業している場所の

近くにセンサデバイスを設置するのが望ましい。前述し

たように、各センサデバイスにはデータ通信用SIMを内

蔵しているため、電源を入れると自動的にクラウドに

データが送信される。

4.2. データ収集設定

　各センサデバイスから送信されたデータの意味づけを

するには、PCブラウザで操作可能なWebアプリやiPad®

アプリを使用する。アプリ上のシナリオ設定画面から直

感的に設定できる。例えば、サイコロデバイスを人の作

業記録に使用する場合、サイコロの1面が上になったら

作業1、2面が上になったら作業2などと意味づけが可能

である。ボタンデバイスは担当者の呼び出しや、不良が

発生した時刻を記録するなどといった意味づけをするこ

とができる。照度センサは積層表示灯のランプ点灯を検

知したら設備の稼働開始、ランプ消灯を検知したら非稼

働といった具合に意味づけができる。これらの意味づけ

はニーズに合わせて作り変えや追加などが自由にできる

ので、試行錯誤しながら改善活動を進めることができる。

4.3. 通知／見える化

　デバイスから送信されたデータは、データ収集設定に

応じて自動的にクラウドに蓄積され、予めアプリ上に用

意されたグラフの形で表示することができる。例えば、

サイコロデバイスを人の作業記録に使用する場合、時

間がかかった作業を分析するためにパレート図を用いて

データを表示させる。照度センサを設備の稼働率把握に

使う場合、円グラフを用いてデータを表示させる。も

し、アプリ上で思い通りのグラフ表示ができない場合は、
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CSVデータをダウンロードして手持ちのツールに分析・

表示させることもできる。

　デバイスから送信されたデータに応じて利用者に通知

を送ることもできる。例えば、ボタンデバイスが押下さ

れた場合やサイコロデバイスの特定の面が上を向いた場

合に通知を送信するといった具合に設定することができ

る。通知は電子メールか、別途オプション費用を払え

ば専用iPhone®アプリに送信することができる。(図2参

照)。

5. 活用事例

　JIGlet®は、現場の改善活動で徐々に導入されつつあ

る。本章では、サイコロデバイスでの事例の一部を紹介

したい。

5.1. サイコロを用いた設備の非稼働要因分析

　工場の現場で耳にすることが多い「 チョコ停」の要因

は様々であり、設備不良で発生するものもあれば、製品

の欠陥で発生するものもある。いずれにせよ、チョコ停

の要因を深掘りせずに見逃しているとそのうちドカ停に

繋がり、大きなトラブルに見舞われるリスクがある。

　設備が古くてデータが取得できないような場合にサイ

コロデバイスを使うと、簡単にチョコ停の要因を見える

化できる。サイコロの各面にチョコ停の要因を意味づけ

しておき(図3参照)、チョコ停が発生するたびにサイコ

ロの面を変える操作を一定期間続ければ、どの要因が設

備停止に最も影響を与えていたのかが分かる(図4参照)。

　実際にJIGlet®を導入いただいた現場の中には、非稼

働要因が簡単に把握できたことにより、課題の見極めと

図2　簡単3ステップ

１面が上になったら

２面が上になったら

３面が上になったら

４面が上になったら

５面が上になったら

６面が上になったら

稼働中

製品待ち

その他

品種切替

トラブル停止

ロット切替

サイコロ

ファンクション１

ラベル名

ファンクション2

ラベル名

ファンクション3

ラベル名

ファンクション4

ラベル名

ファンクション5

ラベル名

ファンクション6

ラベル名

データ蓄積

JIGIet TaIk通知
通知先

ユーザー01

図3　シナリオ例



KEC情報　No.267 Oc t .  2 023－ 9 －

打ち手の検討がすぐに実施でき、当該設備の稼働率を月

平均で2～3％向上させることに成功したところもある

と聞いている。

図4　非稼働要因を見える化

5.2. 外観検査の作業能率改善

　外観検査とは、部品や製品の品質を維持・保証するた

めに外観をチェックする作業を指す。外観検査は人の目

による「 目視検査」が主流で、業界や製品を問わず実施

される。

　とある外観検査工程では、外観を選別するための作業

項目数が多く、さらに不良も多く発生する状況にあり、

作業時間が計画を超過する傾向にあった。そのような状

況で、作業者は監督者に対し、日報を用いて分単位で作

業を報告していたが、入力忘れなどもあり正確な実態把

握が困難であった。

　このような現場においては、作業者1人に対しサイコ

ロデバイスを1台割り当てることにより、簡単に作業実

態が把握できるようになる。サイコロデバイスの各面に

作業項目を意味づけしておき、作業者が作業の節目にサ

イコロデバイスの面を変える操作を行うことにより作業

データが自動取得できる。この操作を一定期間続ければ、

どの作業にどの程度の時間をかけていたのか、作業者に

よって違いがあるのか、時間帯によって違いがあるのか、

などの分析がアプリ上で実施できるようになる(図5参

照)。

図5　作業時間の違いの見える化

5.3. 間接部門の業務効率化

　前述の外観検査での使い方は、間接部門の業務効率化

に応用することもできる。業務量の増加や高度化が進ん

でいるにもかかわらず、人手が不足しており長時間勤務

が常態化してしまっている職場では、改善活動や働き方

改革が進まないところも多い。そのような現場こそ、

JIGlet®を使うことにより改善への糸口を掴んでほしい。

外観検査の現場と同様に、作業者1人に対してサイコロ

デバイスを1台割り当てることにより、作業実態を把握

できるようになる。

　とある職場では、他社から届いた受注情報を受けて、

工場の生産指令を出す業務の負荷が高い状況が続いてい

た。この状況を打破するために、どの受注元からの情報

が業務負荷に大きな影響を与えているのか、サイコロを

用いて記録することにより、影響の大きい受注元を特定

した。その後、担当者へのヒアリングを通じて、その受

注元からの注文処理の何が業務負荷なのかが明らかと

なった。結果としては、その業務をRPAで自動化するこ

とにより、大幅な業務負荷低減を実現できたという。

6. JIGlet がもたらす効果とは

　JIGlet®は、改善活動を通じて以下のような効果をもた

らすことができると考える。

　① 直接的な経済効果(特に間接作業の削減)

　② 現場の改善マインド醸成や改善力の向上

　JIGlet®を活用することにより、データ取得やデータ分

析の作業が不要となる。つまり間接作業を削減すること

に寄与できる。これにより現場メンバーは、本来やるべ
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き改善業務に集中することができ、改善効果が得やすく

なる。成功体験を積むことができると、現場の改善マイ

ンドが高まり、新たな改善活動を始めるモチベーション

にもなる。このようにして、JIGlet®は現場の改善マイン

ドを高めることができる。

　改善力を向上させるには、現場メンバーに「 数字で考

える」癖をつけてもらうことが効果的だ。JIGlet®は、こ

れまでデータが取得できていなかった設備のデータや人

の作業の情報取得、見える化を実現できるため、「 数字

で考える」ことが自然とできるようになる。

以上のように、JIGlet®を活用する現場は多くの改善を

積み重ねることが可能となる。ひとつひとつの改善は小

さなものかもしれないが、多くの改善を積み重ねれば、

中長期的に飛躍的な生産性向上を実現することができる。

7. おわりに

本稿では、JIGlet®の概要と活用事例を紹介してきた。

村田製作所とACCESSは、JIGlet®の「 手軽さ」を活かし

て、今後も現場の作業者が行う改善活動を支援していく。

現場の地道な改善活動が企業の大きな成長に繋がると確

信しているからだ。

　今回紹介した事例はいずれもサイコロデバイスを活用

した事例だが、照度センサやボタンデバイスを活用した

事例についても機会があれば紹介したい。

JIGlet®の製品サイト

https://jiglet.access－company.com/products/

※JIGletは、村田製作所の登録商標です。

大谷 匡司  (おおたに まさし)

略歴　

2007年　株式会社NTTデータ　入社

データセンタ内のITインフラ企画・開発・運

用に従事

2017年　株式会社村田製作所　入社

2017年～2020年

IoT関連の新規ソリューション開発にITアーキ

テクトとして従事

現在：JIGlet®の事業運営に従事
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